近畿ブロック社協　能登半島地震社協支援チーム
１クール日報（１月２５日～1月３０日）
	報告日
天気
	1月２９日（月）
晴時々雨　気温 　最高８度（最低１度）
	報告者
	大阪府社協：本田、吹田市社協：新宅、
大阪市社協：木下、堺市社協：増岡
※文中チームメンバー敬称略

	ボラセンの場所
	志賀町文化ホール

	（主な日程）
	6:45　  出発
8:00　  志賀町VC到着
8:15    朝礼
9:00 　 V受付
　　　  V活動
　　　  現地調査
13:00　 V活動やニーズ集約等
15:00 　V活動終了	
16:30   ミーティング
 18:30～ 移動（宿泊地まで）
※第１クールと第２クールの引き継き

	報告事項

	■決定事項等
・ニーズ数224件。現調60件。
・本日の現調13件、1件キャンセル。
・本日の活動件数は6件（完了5、継続１）。
・ニーズ受付は46件であり、開設以来最高数となった。
・県民VCのV以外の高速道路無料化の証明書発行は、茂尾氏・山﨑氏に確認する。
・被災者宅の写真は、ビフォーアフターは撮影しておく（罹災証明や火災保険の手続きで必要となる）。
・写真など大事な物（思い出の物）もあきらめずに方法はあるため残しておいてほしい（写真洗浄など）。
・今後トヨタから2人のスタッフが帯で入る予定。また、2月2日から日野自動車から週末に送迎込みの活動を予定。
・県民VCのV希望数は、1月31日に提出予定。
・マスコミからの取材で必要な機材を聞かれた。軽トラが不足している旨、伝えている。
・本日から特例貸付の応援スタッフ（福島県）による支援開始。2月2日から活性化センターの休憩室を活用して相談受付窓口を開設。そのため、活性化センターが使えなくなるため、志賀地区のニーズを対応してほしい。
・NPO団体から日本財団の助成金申請について社協に協力先として依頼があったが、VCニーズではないため断る。

	今後の主な予定
	・明日は県民VCから16人の活動を予定。一般Vは当日受付。

	調整課題・所感等
	・ニーズ受付が増えた理由としてVC自体が土日休みと思われているか、報道の影響ではないかと思われる。
・試行錯誤しながらセンター運営を行っているが、地元社協や派遣職員間の意思疎通は良好。

	その他
	・地元社協が主体的ににセンター運営を担えるよう、派遣職員でサポートしていく。




